
92 公安

134. 交通事故

交通事故，自動車台数の推移(指数〉

昭和62年中に県内で発生した交通事故は，発 180 

生件数20，843件(対前年比2.2%増)，死者数

452人(同1.6%増)，傷者数26，542人(同1.4% 160 

増〉となった。

原因別についてみると，安全不確認等の安全 140 

運転義務違反が 12，925件 (62.0%) で最も多

く，次いで徐行違反 1，384件 (6.6%)，信号無

視930件 (4.5%)となっている。
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昭和5354 56 田 60 62年

(1) 交通事故件数と被害状況

件 数 死 傷 者 数

年
車両原によ 歩行る者原に 傷者数J卓I~也」、 数
る因 よ因

IJiMY白L川 数 死者数

昭和58年 16 837 16 711 126 21 977 389 21 588 
59 16 241 16 147 94 21 506 433 21 073 
60 17 805 17 686 119 23 278 438 22 840 
61 20 404 20 230 174 26 611 445 26 166 
62 20 843 20 561 282 26 994 452 26 542 
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(2) 原因別交通事故件数 昭和62年

原 因 If牛数|構成比 原 因 |件数|構成比

% % 
総 数 20 843 100.0 388 1. 9 

車両によるもの 20 561 98.6 519 2.5 、

217 1.0 
12 925 62.0 172 0.8 
3 947 18. 9 

い 通越
690 3.3 

5 148 24. 7 し 141 o. 7 
2 197 10. 5 

折日労j 距違
高佐 168 0.8 

410 2.0 
反転他

143 o. 7 
561 2. 7 過 運 65 0.3 
355 1.7 --c の 1 117 5.4 
307 2.4 

歩行者によるもの 282 1.4 1 384 6.6 
707 3.4 と び だ し 97 0.5 
930 4.5 

車信両の号直前無直後横視イ断也
81 0.4 

175 0.8 69 0.3 
820 3.9 その 35 0.2 
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